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PRISM研究開発型の概要

研究開発型の実施体制
CSTIが、各種戦略の実現に必要かつ司令塔として実施すべき重要な施策を推進するため、ガバニングボードがターゲット領域

を設定し、領域統括の下、研究開発を推進する体制となっている。

また、令和元年に、ガバニングボードの下にPRISM審査会を設置し、評価、管理プロセスの強化を図っている。

・  ガバニングボードが、統合イノベーション戦略に基づく各種
戦略等の実現に必要な施策をトップダウンで決定。

・  プログラム統括を設置し、ガバニングボードの業務を補佐。
・  ガバニングボードによる評価、管理プロセスを強化するため、
PRISM 審査会を設置。

・  ターゲット領域ごとに産学からトップクラスのリーダーを領
域統括として選定。

・  領域統括の業務を補佐するため、領域ごとに領域統括を座
長とした運営委員会を設置。

・  これらを通じて、SIPの優れた特徴を備えたマネジメント（SIP
型マネジメント）を実施。

● 《対象施策》への予算の追加配分
● 《対象施策》間の連携促進

各省庁施策
（推進費による追加配分対象）

推進費の配分により
・ 研究開発の加速
・ 新規研究開発の前倒し
・ 事業化への取組みの加速　等

総合科学技術・イノベーション会議

ガバニングボード（CSTI有識者議員）

PRISM審査会
（座長：ガバニングボート委員）

運営委員会
座長：領域統括

プログラム統括

領域統括（領域ごと）
運営委員会（領域ごと）

※ 領域ごとに以下の体制を整備

※ 各府省庁の施策ごとにPDを配置

各府省庁が任命する
プログラムディレクター

（各省PD）
各省PD

各省PD

各省PD

各省PD
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ガバニングボードとは

官民研究開発投資拡大プログラム（PRISM） ガバニングボード構成員

「科学技術イノベーション創造推進費に関する基本方針」（平成26年５月23日総合科学技術・イノベーション会議）において、

CSTIの下に、CSTI有識者議員を構成員とするガバニングボードの設置を規定。

ガバニングボードにより、SIPとPRISMを一体的・機動的に推進。

（令和3年4月1日現在）
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